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Ⅰ．研究背景と目的 
 
 学校教育の成果を示す際，学力テスト以外の成果に関しては客観的な指標を用いて示すこ

とは難しい１）。学力は，児童生徒の学習達成度を評価すると同時に，社会で生きていく上で

必要な能力を培っていることを示す重要な指標でもあるが，学力テスト以外の成果評価に関

しては，アンケートによる学校生活の満足度の評価が多く行われている。しかし，ほとんど

がアンケート回答時における児童生徒の認識を評価するにとどまり，児童生徒の一時的な感

情によって大きく影響を及ぼしてしまう可能性がある１）。よって，現在，児童生徒が普段の

学校生活を総合的に見て満足しているかを評価することは難しい現状である。そこで，矢野・

韓（2020）は，QOL（Quality of Life；以下，QOL）を観点とした教育成果評価指標を開発

することにより，学校が提供する教育活動を総合的に評価することが可能になると考えた。

そして，韓（2017）の教育分野における成果評価指標としての QOL の再定義 2)に基づき，

身体，情緒，社会・経済の 3 つの観点に沿って既存の QOL 尺度および日本の生徒指導のガ

イドラインにあたる，生徒指導提要から，評価の観点となるキーワード抽出を行った。活用

された既存の QOL 尺度は WHOQOL-1003)，SF-36v24)，KIDSCREEN5)の 3 つである。そ

の結果，身体の領域では，食事や睡眠，運動，病気・ケガ，体の痛み等の 5 つを観点に項目

が収集された。情緒の領域では，学習や帰属感，自己肯定感，自己有用感の 4 つを観点に項

目が収集された。社会・経済の領域では，人間関係と学習，いじめ，お金の 4 つを観点に項

目が収集された。 
そこで本研究では，矢野・韓（2020）で抽出されたキーワード及び項目の試案を基に，児

童生徒の学校生活を評価するための「子どものための学校 QOL 尺度」開発に向けたプレテ
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ストの実施及び尺度の信頼性・妥当性を検証する 1)。 
 

Ⅱ．研究方法 
 
1. 項目の抽出 

矢野・韓（2020）により抽出された項目及び資料の概念 1)を整理した上で，著者ら 5 名で，

協議を行った。また，収集された項目について，小・中学生を対象に質問項目の内容につい

て自由記述による質問紙調査を行った。 
 
2. データ収集及び倫理的配慮 

作成された「子どものための学校 QOL 尺度」のプレテストのため，2021 年 2 月～3 月の

期間で，小・中学生からデータを収集する。 
 また，本研究は，研究者の所属施設の研究倫理委員会の承諾を得て実施した。調査対象の

適格基準は，保護者もしくは学校長に対し，研究目的についての説明を行い，研究協力に同

意した保護者もしくは学校に在籍する児童・生徒とした。調査を実施する際，児童・生徒へ，

本調査で収集されるデータは匿名化され，個人が特定できない情報だけで構成されているこ

とを説明し，研究への参加同意についても選択できる旨を研究同意書にて書面で伝え実施し

た。除外基準は，研究参加の同意を得られなかった児童・生徒とした。 
 
3. 信頼性の検証 
 収集されたデータにより，尺度の信頼性の検証を行う。信頼性には，内的整合性を使用し，

Cronbach’s α値を算出する。α>0.700 になると，高い信頼性があると判断される 6)。 
 
4．妥当性の検証 

妥当性の検証は，構造方程式モデリング（Structual Equation Modeling: SEM）を使用す

る。パス解析におけるモデルの適合度として，Goodness of Fit Index（GFI）と Comparative 
Fit Index（CFI），Root Mean Square Error of Approximation（RMSEA）を用いた（GFI
＞0.95 7)，CFI＞0.90 8)，RMSEA＜0.1 9））。 
 
５．t 検定の実施 

対象者の属性について,男女差を比較するために独立したサンプルの t 検定を実施する。 
 
６．統計ソフト 

信頼性の検証及び統計解析には SPSS Ver.23 を使用する。また，パス解析には，Amos 
Ver.23 を使用する。 
 

Ⅲ．結果 
 
1.  領域と項目の設定 

研究者協議のもと必要な領域及び項目を精査した（図 1）。領域の設定では，矢野・韓（2020）
を基に，QOL 尺度(WHOQOL-100, KIDSCREEN, SF-36v2 等)の評価項目及び，生徒指導提
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要 10)より，児童生徒の QOL を評価するために必要となる項目を収集した。そして，新たに，

身体面，情緒面，生活面，学習面の 4 領域に分類し，19 項目で設定された。 
身体面領域では，児童生徒の食事や睡眠，運動，病気・ケガ，体の痛み等の 5 つの観点で

構成された領域である。それぞれ 5 項目が設定された。情緒面領域では，学級での帰属感，

意欲，自己肯定感，自己有用感の 5 つの観点で構成された領域である。それぞれ 5 項目が設

定された。生活面では，人間関係や自己・他者からの理解，いじめ，お金の 5 つの観点で構

成された領域である。それぞれ 5 項目が設定された。学習面では，集中力や学習意欲，活動

や学習に関する関わりなどの 4 つの観点で構成された領域である。それぞれ 4 項目が設定さ

れた。 
矢野・韓（2020）では，身体，情緒，社会・経済の 3 つの観点で分析及び項目収集を行っ

ていたが，回答者である子どもが，学校生活における場面を想定しながら項目に答えていく

という尺度の特性に則り，社会・経済領域ではなく，「生活面」，「学習面」と領域を分けて設

定した。また，学習については，矢野・韓（2020）の先行研究の情緒の領域の中でも抽出が

されていた。よって，先行研究の情緒及び社会・経済領域から独立し「学習面」という領域

を設定することとした。 
研究者協議による領域・項目の選定後，尺度のプレテストの際に，各質問項目に対し，「こ

の質問の分かりにくい，直した方がいいなと思うことがあれば教えて下さい。」と問い，回答

者が自由に記述できるように設定したが，質問項目内容に関する意見等はほとんど見られな

かった。 
 

 
図 1．子どものための学校 QOL 尺度の構造 

 
 
2．信頼性の検証 
1) 回収状況と対象者の基本属性 
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 作成された「子どものための学校 QOL 尺度」のプレテスト実施のため，2021 年 2 月～3
月の期間で，小・中学生から 140 件データの収集をした。回収率は 100％であった。データ

収集には,沖縄県内の中学校 1 校で協力を得ることができたため,中学生からのデータが多く

収集することができた。性別の内訳は男子 70 名（50%），女子 69 名（49.3%），その他 1 名

（0.7％）となった。年齢の内訳は，小学 3 年生 2 名（1.4％），小学 6 年生 1 名（0.7％），中

学 1 年生 2 名（1.4％），中学 2 年生 134 名（95.8％），中学 3 年生 1 名（0.7％）となった。

そのうち欠損値を除き，136 件のデータを分析対象とした。 
 
2) Cronbach’s α係数 
本研究で得られた「子どものための学校 QOL 尺度」の平均値及び標準偏差と Cronbach’s 

α係数を用いた信頼性の検証結果を表 1 に示す。領域のα値は，0.645～0.842，全体のα値

は，0.890 とα>0.700 となり，信頼性が確認された。 
 

表 1 信頼性検証結果 

構造 平均 標準偏差 
項目が削除され
た 場 合 の
Cronbach’s α 

Cronbach’s α 

身体面    0.645 
Q1 4.07 0.866 0.887  

Q2 3.29 1.053 0.889  

Q3 3.93 1.013 0.887  

Q4 3.99 0.936 0.890  

Q5 3.87 0.957 0.887  

情緒面    0.842 
Q6 4.25 0.832 0.883  

Q7 3.54 1.017 0.878  

Q8 3.70 1.084 0.885  

Q9 3.50 1.011 0.882  

Q10 3.81 0.907 0.881  

生活面    0.709 
Q11 3.76 1.007 0.887  

Q12 3.96 0.898 0.881  

Q13 3.93 1.027 0.885  

Q14 3.94 0.901 0.886  

Q15 4.79 0.536 0.890  

学習面    0.764 
Q16 2.93 1.037 0.883  

Q17 2.93 1.139 0.884  

Q18 3.63 1.141 0.884  

Q19 3.74 1.182 0.886  
 

全項目   0.890 

Q1〜Q19（最小値＝1，最大値＝5）α＞.700，n＝136 

 



 DOI: https://doi.org/10.20744/trr.9.0_11 
Total Rehabilitation Research, VOL.9 11-19 

 

 
15 

 
3．妥当性の検証 

本研究で得られた「子どものための学校 QOL 尺度」の構造方程式モデリング（SEM）に

おけるモデルの適合度として，GFI＝0.839，CFI＝0.883，RMSEA＝0.072 となった（図 2）。 
 

 
図 2  SEM の検証結果 

 
 

4．t 検定の結果 
 対象者の属性について,独立したサンプルの t 検定を実施した。分析の結果,情緒面の領域

の,Q7「何をやってもうまくいかないと感じたことはありましたか」の項目において,男子生

徒の平均点数が 3.72±.884, 女子生徒の平均点数が 3.35±1.103 と女子生徒の点数が有意に低

くなる傾向を見せた（t(133)=2.11, p=.037）。また,生活面の領域の,Q12「友だちがあなたを

理解してくれないと感じたことはありましたか」の項目においても同様に,男子生徒の平均点

数 4.12±.896 に対して,女子生徒の平均点数は,3.79±.873 と有意に低くなる傾向を見せた

（t(133)=2.135, p=.035）。 
 

Ⅳ．考察 
  

本研究では，矢野・韓（2020）で抽出されたキーワード及び項目の試案を基に，児童生徒

の学校生活を評価するための「子どものための学校 QOL 尺度」開発に向けたプレテストの

実施及び尺度の信頼性・妥当性を検証することを目的とした。 
 尺度の領域と項目については，4 領域 19 項目が設定された。また，設定された質問項目は，

プレテストの際にする質問内容に関する意見を求めたが，特に意見はなかった。このことは，

今回プレテストに参加した大半が中学生であったこと起因していると考えられる。「子どもの

ための学校 QOL 尺度」は，評価対象を小・中学生としている。年齢にすると，6 歳～15 歳

となるが，年齢の幅が広く，質問項目は対象者の年齢に適した言葉遣い，言い回し，漢字の

使用を検討すべきであると考える。今回の結果から，設定した質問項目が中学生の年齢に適
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した言葉や言い回しであった可能性がある。しかし，回答者の最低年齢である小学 3 年生も

問題なく回答がされていたため，本実施では，特に小学校の低学年（1～2 年生）からも意見

を収集する必要があるだろう。場合によっては，矢野・韓（2020）が指摘したように，小学

校 1~3 年生，小学校 4~6 年生，中学校 1~3 年生と，分けて質問用紙の作成を検討していく

必要があるだろう。 
 次に，内的整合性法を使用した信頼性の検証の結果，領域のα値が 0.645～0.842 となり，

全ての領域でα>0.700 とはならなかった。しかし，全体においては，α＝0.890 となり尺度

全体の信頼性が検証されたといえよう。今後，本実施に向け，領域のα値が 0.645 となった

「身体面」領域の構成や内容の検討が必要となってくると考える。 
 続いて，SEM を使用した構成概念妥当性の検証結果，GFI＝0.839，CFI＝0.883，RMSEA
＝0.072 となり高い適合度とはいえない結果となった。しかし，今回はプレテストの実施と

なり,調査対象者は中学 2 年生が多く,全体のデータ数も 136 件と少なかったため，今後の本

実施で対象を拡大して得られるデータを用いた妥当性の検証が必要であろう。 
今後の調査に向けて,本調査での対象者の属性について,独立したサンプルの t 検定を実施

した。分析の結果,Q7「何をやってもうまくいかないと感じたことはありましたか」,Q12「友

だちがあなたを理解してくれないと感じたことはありましたか」の両項目において,男子生徒

の平均点数に対して,女子生徒の平均点数が有意に低くなる傾向を見せた。笠井・村松・保坂

ら（1995）は小学生と中学生が見せる無気力感の要因を調査した研究の中で,特に女子中学生

は,「充実感・将来の展望の欠如」の面で無気力感を強く感じることを示しており 11),Q7 の項

目に該当する状態にあることが分かる。また,笠井・村松・保坂ら（1995）は,日常生活の中

での無気力感が,学業成績に対する自己評価や学習時間の減少に影響することも明らかにし

ており 11),Q12 の項目の点数低下が,学習面に影響を与える可能性も示唆されている。また,杉
浦（2000）は,女子中学生は,拒否不安と親和傾向とが未分化であり,親しい関係を維持したい

と思うほど,必然的に拒否不安も強くなる傾向があることを明らかにしている 12)。一方で男子

生徒は,友達と一緒にいられれば自分らしさを出せないことは,気にならず,拒否不安の高さは

当面,問題とならないとしている。これらのことから,本調査における Q12 の項目の男女差は,
調査対象となった中学生の心理的発達傾向を強く反映していると言える。 

今後研究対象を拡大する際に,各対象における心理発達の状態や,性別など対象者の特性を

考慮することで,より信頼性および妥当性の高い尺度の開発につながると考えられる。また,
年齢差での分析も必要となってくるだろう。現時点で対象となった中学生の性別における差

異は,未だ一部ではあるが,先行研究と一致しており,項目内容の修正や構成概念の再検討によ

って,さらに尺度の妥当性を高めることができると考える。 
 

Ⅴ．今後の展望 
 

本研究のプレテスト実施において,沖縄県の中学校１校からデータ収集の協力を得ること

ができたが,当初,より多くの学校からデータ収集を予定していた。しかし,新型コロナウイル

ス感染拡大により,国や県による緊急事態宣言による研究活動の停止や,フィールドとなる

小・中学校の休校,外部者の立ち入り制限が行われた。また,小・中学校では休校等により,授
業時間の確保が大きな課題となり,その結果,本研究への調査協力が負担になってしまうこと

が予想され,予定通りの調査が難しい状況となった。これにより,本研究でのデータ数は予定よ
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り大幅に減ってしまった。 
しかし,今後の展望として,尺度の評価対象者となる小・中学生に偏りなく調査を実施し，分

析対象となるデータ数を拡大することで,本研究で得られなかった構成概念妥当性を再検証

していく必要があると考える。 
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SHORT PAPER 
The Verification of Reliability and Validity of 
the "School QOL Scale for Children（Draft）" ; 
Focusing on data from junior high schools in Okinawa Prefecture 
 
Haruna TERUYA 1) 2)  Aiko KOHARA 2)    Natsuki YANO 1)  
Haejin KWON 1)      Changwan HAN 2)   
 
1) Faculty of Education, University of the Ryukyus 

2) Graduate School of Economics, Shimonoseki City University 
 
 

ABSTRACT 

Based on the previous research by Yano and Han (2020), this study conducted a pretest 
for the development of the "School QOL Scale for Children" to evaluate the school life of 
children and the reliability and the validity of the scale was verified. As a result, 19 items 
in 4 areas were set by expert consultation regarding the composition of the scale. 
Regarding the question items, we asked for opinions on the content of the questions to be 
asked during the pretest for elementary and junior high school students, but there was 
no particular opinion. The pretest was conducted from February to March 2021 and 140 
data were collected from elementary and junior high school students (recovery rate 100%). 
Of these, 136 data were analyzed, excluding missing values. In the reliability verification 
of the scale, the Cronbach's α value was calculated using internal consistency. As a 
result, the α value of the region was 0.645 to 0.842, and the overall α value was 0.890 
and α> 0.700, confirming the reliability. Next, as a result of verifying the validity of the 
construct using SEM, GFI = 0.839, CFI = 0.883, and RMSEA = 0.072, which are not high 
goodness of fit. In the future, it will be necessary to conduct an unbiased survey of 
elementary and junior high school students who will be evaluated by the scale and 
expand the number of data to be analyzed to re-verify the validity of the constructs that 
could not be obtained in this study. 
 
＜Key-words＞ 
elementary and junior high school students, QOL, educational outcome, reliability, 
validity 
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